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追加北村 武(干犬〕 3排膿，脱出脳切除1]が再参の穿定 ぺ二三/リルスト
私は腔W~を一つの Masse blockとして七J]除t再
発防止に努めている。 Stuckweiseに取るのは，播
種性転移を来すので一番悪し、。
16)喉頭癌の 4例に就いて
石村貞雄(開業医〉
喉頭癌の診療に関しては各大学或は嬬研究会病院
で詳細な研究が行われて居るが，他国開業医師は診
療の触手として喉頭癌を出来るだけ早く発見して適
切な手段を講じようと念願していた。然し診療の実
際に当つては受診時期の遅い憾みを抱く場合が多
い。最近数年間に診察した拾数名の喉頭癌患者の中
比較的早期に遭遇したと思われる外癌2名， 内癌2
マイ，イルガプエヅの犬量投与で治癒す。薬物療法
の進歩により原症左しては真珠臨が更に重要左なつ
た。脳庄は高乙、が小量採液で急激に降下するから， 
これが頓死をまねく一因と考えるので在意を要す
る。叉小脳は相当欠除しても運動障碍は可成よくな
った。本症は予後不良と云われるが最近5年間の教
室の 4例は皆治癒したの
質問久保護婦
脱出した小脳はどの部分と思われるか，叉組織学
的に検したか。
応答吉牟田重徳(千大〉
排膿が障碍されるので数回切除したがs どの部分
かは不明である。組織学的には強い炎症性の菱化で
たてれ例さ
2
壊の破炎ど膜ん脳殆性は耳職内北小、ノ脳犯ヂ発法 y v一フ期断て早診於 助にえ補等考種会り各究よ叉研過癌経た'のベ症後述現たを，け点況受な状を難の療困迄治の時線上診射際受放実のムの名ウ見
の普及発達，叉喉頭癌診断の街頭進出，啓蒙等に依
って早期受診の機会を増加させて高度の施設に於て
の治療成績を向上させたし、と考える。
追加鈴木孝輔(開業医〉
喉頭癌患者は初期に慶声，異物感を主訴として内
科医を訪れ，梅毒叉は結核と誤られ屡々手遅れにな
るに鑑み，癌年令患者の上記症状に就いて早期に専
門医に受診ぜしめる様内科医の注意を喚起する必要
がある。 、 
追加北村 武(千大〉
我々もなるべく各所で癌の啓蒙に努めている。梅
毒は勿論，結核も大いに最近問題となっている。私
は梅毒，結核と間違われた癌につき印据郡で、話をし
た。癌年令で結核か癌か分らぬ場合も多く可及的に
プロベ{を取る事にしている。しかし癌の家系ある
人でプローベを取ってみたら片側性喉頭炎，結核で
あった例もある。
17)耳性小脳膜傷の 1例
吉牟田重徳(千犬〉
8才，男児，生後間もなくから悪臭ある左耳漏あ
り。昨年12月15日から熱発，誇妄生じ，耳痛，頭
痛，耳後部より後頭部に及ぶ腫脹生じ漸次悪化。 1
月3日来診。乳様洞，上鼓室は真珠腫充満す。 S字
状洞周囲に悪臭ある膿汁，洞壁に肉芽があり，導血
管附近の骨欠損部に続き骨膜下膿蕩と交通す。骨欠
損部附近の脳膜は肉芽様となり，小鹿孔があった。
小脳膿療を切開排膿す。術後も症状は一進一退した
浦野英夫ぐ千大〉
内耳炎が脳膜感染に重要な役割をなす事は既に認
められている所であるが斯かる因果関係が明瞭な 2
例を述べた。第1例。 53才農夫。左慢性中耳化膿
症で長期外耳道深〈残置されたガーゼ片が分i必液排
世を阻げ，鐙骨及び水平半規管部を侵し化膿性内耳
炎を起したが脳膜炎所見なきため中耳根治手術のみ
で経過観察中 Basalmeningitisを起した。第2例。
34才主婦。右急性中耳炎で恐らく内耳刺戟状態の
ものが非専門医の鼓膜切開時鐙骨部を損傷し瞬時に
内耳炎から脳膜炎を来した。第1例は中耳根治手術
後二次的に内耳摘出術を行い，第2例は中耳根治子
術と同時に内耳を摘出し共に治怒した。内耳炎が脳
膜炎を併発すれば，中耳，内耳の同時手術には異論
はないが，非合併性内耳化膿の際の同時手術には人
により態度を異にする。 2例共に術前に患耳聾，健
側に向う特発性限震，試験性眼震の消失等内耳機能 
脱落を見た。各彊抗生物質の発現した今日向内耳性
脳膜炎の予後は楽観を許さぬが2例共に治癒せしめ
得て，鳥居氏の d内耳機能脱落せる内耳イ[~膿は，脳 
膜炎を未然に防ぐ意味で直ちに，而も中，内耳同時
に手術すペしグとする態度の適切なる事を痛感し
た。
追加北村 武(千大〉 
17，18例何れも内科医が耳鼻科来診を遅らせてい
る状態で，内科医の認識を改めるべきである。
